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平成 23 年２月 10 日 

各      位 

 

 

 

 

 

業績予想及び配当予想の修正並びに特別損失の計上に関するお知らせ 

 
最近の業績動向を踏まえ、平成22年11月５日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたので

お知らせします。 

記 

 

１． 平成 23 年３月期 連結業績予想の修正 

通期連結業績予想値の修正（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 40,000 500 300 500 47.59

今回修正予想（Ｂ） 43,000 1,000 800 600 57.11

増減額（Ｂ－Ａ） 3,000 500 500 100 

増 減 率（％） 7.5 100.0 166.7 20.0 

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年３月期） 33,455 364 180 43 4.19

 

２． 平成 23 年３月期 個別業績予想の修正 

通期業績予想値の修正（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 31,000 900 700 700 66.62

今回修正予想（Ｂ） 33,800 1,200 1,000 900 85.66

増減額（Ｂ－Ａ） 2,800 300 300 200 

増 減 率（％） 9.0 33.3 42.9 28.6 

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年３月期） 27,074 475 321 322 30.73
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３． 連結および個別業績予想の修正理由 

（１）通期連結業績予想 

自動車関連、ＦＰＤ関連、半導体関連、物流機器及び家電関連の各事業分野共に、市場の回復

に伴って受注が増加しており、前回発表を上回る売上高を達成できる見通しとなりました。 

営業利益、経常利益は、売上高の増加および一層のコスト低減などにより増加、子会社の売掛

債権の貸倒引当処理が発生したものの、増収とコスト減の効果により四半期純利益も予想を上回

る見込みとなりました。 

（２）通期個別業績予想 

各事業分野の市場回復によって受注環境が良好なことから売上高は増加するものと見込んで

おり、営業利益、経常利益、当期純利益は、売上高の増加によって増加するものと見込んでおり

ます。 

 

４．配当予想の修正 

上記業績予想の修正に伴い、当期の年間配当金の予想を10 円と発表しておりましたが、今回15 円

と修正させていただきます。 

  

（基準日） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 年 間 

前回予想 

（平成22年５月12日発表） 

円 銭

― 

円 銭

0.00

円 銭

― 

円 銭 

10.00 

円 銭

10.00

今回修正予想 ― ― ― 15.00 15.00

当期実績 ― 0.00 ― ― ― 

前期（平成22年３月期）実績 ― 0.00 ― 10.00 10.00

 

 

５．特別損失の計上について 

平成22年12月14日に開示しました「子会社に係る債権の取立不能又は取立遅延のおそれに関するお

知らせ」に記載のように、当社の子会社であるタイヘイテクノス株式会社が保有する株式会社シュア・

プラスに対する債権について、取立不能又は取立遅延のおそれが生じたため、平成23年３月期第３四

半期連結決算において貸倒引当金の繰入処理を行い、特別損失（388百万円）を計上しました。 

 

（注）本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能

性があります。 

以 上 


